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問合せ・応募先
問 市役所政策推進課
☎ 055-948-1413  　FAX 055-948-2915
〒 410-2292　伊豆の国市長岡 340-1
E メール　seisaku@city.izunokuni.shizuoka.jp

と　き　9 月13日（土）・14 日（日）いずれも 10：15 ～ 17：00
ところ 　長岡中央公民館（あやめ会館）3階

事業評価委員会を開催します！
そのサービス、本当に必要ですか？

（１）評価委員　2人程度
対象／ ① 20 歳以上（H26.7.1 現在）で市内に 1年以

上在住の人　②開催日に参加できる人
職務内容／ 対象事業について、市担当者に質疑をし

たうえで、評価を行うとともに、改善の
提案などをしていただきます。

その他／・市の規定により報酬を支給します。
　　　　・後日、面接などを行います。

（２）市民判定員　20人程度
対象／評価委員と同じ
職務内容／ 市の担当者と評価委員の質疑応答を

傍聴し、対象事業の評価をしていた
だきます。

その他／報酬などの支給はありません。
※応募者多数の場合抽選

評価委員と市民判定員を募集します

 申込み方法（共通）
　7月22日（火）までに、申込書を持参、郵送、メール、
または FAXで提出してください。
　※ 申込書は、政策推進課（伊豆長岡庁舎）、各庁舎市
民課、または市ホームページで入手できます。

　事業評価委員会では、市が行っているサービス（事業）について、有識者を
中心とする『評価委員』に、その事業の必要性や実施方法などについて市担当者
と議論していただきます。
　その議論を傍聴した『市民判定員』とともに、事業の評価や改善の提案などを
行っていただくことを通じて、市民サービスの向上や経費の節減を図ります。昨年の様子

　①　投票期間
　7月 4日（金）～ 15日（火）

　②　投票資格
　市内に在住、または通勤・通学をしている人
　※投票は、1人 1回に限ります。

　③　投票場所
　次の場所で、歌詞を閲覧し、備え付けの投票用紙に記入
のうえ投票してください。

※ 期間中に、上記以外の施設、イベント会場でも投票所を
設ける場合があります。（市ホームページで告知します。）

・EM ぼかし菌の活用…①

・機械式生ごみ処理機の活用…②

・コンポスターの活用…③

※ 市では、①の利用登録による無料配

布、②③の購入費助成を実施してい

ます。

問 市役所廃棄物対策課
☎ 055-949-6805

生ごみの約 80％は水分です。
生ごみの減量化をお願いします。

・食べ残さない

・食材を買いすぎない
・ 野菜などの使えない部分は直接

ごみ袋に入れて、必要な分だけ

を洗いましょう。

・水切りネットを活用しましょう。

生ごみを
　　リサイクル

生ごみの
　水切りを徹底

生ごみを
　出さない

　｢伊豆の国市制施行 10周年｣ を記念し、「市の歌」の歌詞を募集したと
ころ、全国から 159 点の応募をいただきました。
　応募いただいた作品の中から、第 1次選考として伊豆の国市歌等制作委
員会で厳正な審査をした結果、12作品を候補作品として選考しました。
　最終選考は皆さんによる第２次選考をもとに、同委員会で選考し入賞作
品を決定します。多くの皆さんの投票をお待ちしています。

　市民の皆さんが世界遺産登録の意義・責任について、改めて考える
機会としてシンポジウムを開催します。ぜひ、ご参加ください。

伊豆の国市の歌・歌詞をみんなで選ぼう！
～市民の皆さんに愛され、歌い継がれていく歌になるよう、

市民投票を行います～ 問 市役所市長公室
☎ 055-948-1431

投票場所 投票時間
市役所各庁舎市民課 月曜～金曜日　8：30 ～ 17：00
中央図書館
長岡図書館

火曜～日曜日　9：00 ～ 17：30

韮山図書館 木曜～火曜日　9：00 ～ 17：30

　④　投票された人へのプレゼント
　投票してくださった皆さんに、市制施行
10 周年記念グッズをプレゼントします。　
（各会場先着 100 人）

　⑤　入賞作品、歌詞の決定、発表
　投票結果をもとに、伊豆の国市歌等制作委
員会で最終選考を行い、入賞作品を決定しま
す。なお、完成した作品は平成 27年 4月に
伊豆の国市の歌として発表する予定です。

　⑥　その他
　投票された人の個人情報は、本件以外の目
的には使用しません。

第 4回

世界遺産に登録されると私たちの暮らしはどう変わる？ 問 市役所世界遺産推進課
☎ 055-948-1425

と　き　7月 26日（土）　13：30～ 16：30
ところ　韮山時代劇場大ホール
   基調講演　
　「世界への約束
　　－世界遺産登録の意義と地元の責任」
　講師　岡田保良氏
　（ 国士舘大学教授、前 ICOMOS
本部執行委員、日本イコモス
国内委員会副委員長）

ポロシャツデザインコンクール表彰

パネルディスカッション

「住民が守り育てる世界遺産のまち、伊豆の国」
コーディネーター　静岡県富士山世界遺産課長
 パネリスト　中区：川合基也区長、市商工会青年部：
前田泰宏相談役、伊豆市民オペラ協会：守屋中理事、
市歴史ガイドの会：小松逸夫会長、東海大学海洋学部：
東惠子教授、岡田保良氏

　生ごみの水切りをすることで、重量を約 10％減量することがで
き、ごみの減量だけではなく臭気対策にもなります。
　また、水分が少なくなることで焼却施設の負担軽減になり、処
理経費の軽減にもなります。


